




「都住創」シリーズの現状外観写真
撮影：田籠哲也

都住創居住者へのヒアリングにて得られた
まちづくりへの参加・自治意識について

UIA 国際マニフェスト・リレー日本版

「コミュニティのある住まい」のネットワークづくり
ー都心立地のコーポラティブ住宅群「都住創」を通してー
対象テーマ：3. レジリエントなコミュニティのためのデザイン

筆者が居住する大阪の都心部に立地するコーポラティブ住宅「都
住創」では、高い共同性が維持・継承されている。本稿では、「都住創」
を起点に地域の区分所有マンションを含む広範な「集住体」の実現
を目指す、地域コミュニティの一員としての建築家の役割について
提言する。

「都住創」シリーズの居住者たちが次世代、地域住民へ継承した共同性
　「都住創」は、1977 年から 2002 年にわたり大阪市中央区谷町界隈
の都心部に建設された全 20 棟・約 300 区画の住戸・事業所から構成
される一連のコーポラティブ住宅である。「都市住宅を自分達の手で
創る」ことを目的に発足したユーザーと建築家で構成されたグルー
プの略称である。
　筆者らが居住する都住創内淡路町では、完成後 30 年以上が経過し、
住み継ぎが進む中、建設当初の理念を継承し、現代のニーズに合う
運営がなされてきたことがわかった。これをきっかけに、筆者らは
2017 年より「都住創」全 20 棟を対象に所有権の推移、第一世代及び
次世代居住者へのヒアリングによる運営履歴の調査・研究活動に取
り組み始めた。
　コーポラティブ住宅の建設を通して形成された第一世代の共同性
が次世代さらには地域に理解・継承されていることを示す具体例が
ある。複数の「都住創」の住人のグループが始めた子育ての共同実
践（学童保育）が 30 年以上が経過した現在も「都住創」で育った子
ども世代、地域住民の参画を得ながら運営されている。これは「集
住体」が地域社会から生まれ地域社会へ還った具体例である。

共に都市に住まう「集住体」の実現をめざして
　東京や大阪をはじめとする大都市圏において、中高層集合住宅で
の居住が一般化し、都心部における普及の度合いは加速している。
戦前の日本の都市では木造低層住宅での高密居住の作法があったもの
の、戦後本格化した立体居住に対応する作法が確立されないまま集
合住宅がつくられ続けている。
　人間が集まって住むとき、建築的・空間的な構成つまりハード面
さえ満たせばよいというわけでなく、住まい手自らが他人任せにせ
ず主体的に住まい・まちづくりに関わることは、「都住創」のような
コーポラティブ住宅でなくとも区分所有マンションや賃貸マンショ
ンであれ、今後の持続可能な都市居住にとって必要不可欠であると
考える。

区内唯一の学童保育を立ち上げたのは、
　都住創建設世代の有志だ。（No.6, 70 代
　第一世代）
PTA 会長を引き受けたのも、地域活動を
　していた第一世代の影響があるかもしれ
　ない。（No.6,40代次世代）
建設時には近隣の反対運動が起こったが、
　30年経過し、今では自治会長を務める。
　（No.8, 70代第一世代）
　都住創で育った子どもがいまは親となり、
　地域のお祭りを担っている。（40代
　No.4 で育った子ども）
こんなに住みごたえのある住宅はなかな
　かない。それぞれが「うちが一番いい」
　と思ってはる。(No.10,50 代次世代 )
売買が出たとき、管理に熱心な次世代と
　して、勤務先の後輩に声をかけた。彼が
　学童保育の会長も担う。(No.8, 70 代第
　一世代 )
委託管理はサブスクリプションとよく似て
　いる。自分のものになった感覚がしない。
　だから自主管理でいいと思う。
　（No.4,60 代次世代）
役員をすると、お金の動きがわかって、
　それも愛着につながっている部分と思う。
　（No.2,50 代次世代 )
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４号内平野町と 12号内淡路町の第一世代の
割合と利用形態の経年推移　撮影：田籠哲也

生きた建築ミュージアムフェスティバル大阪
「都住創ツアー」開催風景（2019年）

「コミュニティのある住まい」の展開イメージ

次世代居住者によるリノベーション事例
（12号内淡路町）

参考文献
「都心部立地の高経年コーポラティブ住宅群にお
ける運営履歴の解明」

「コミュニティのある住まい」のネットワークをつくる
　世代継承が進む「都住創」では、自主管理による組合活動を通して、
コミュニティが形成され、主体的に住まいへの愛着や自治意識が醸
成され、その後の地域のまちづくりへと展開されている様子が明ら
かになった。
　大阪では、「生きた建築ミュージアムフェスティバル大阪」や「オー
プン長屋」などの公開イベントを通じて、住文化の発信が行われ、「愛
着のもてる」「住みごたえのある」住まいへの理解が徐々に深まりつ
つある。愛着を見出し、大切に育んでいくという住まい方は、市場
を席巻する超高層マンションやホテルライクな住み方の対極として
社会に認知され始めている。筆者らは、この価値観を共有できる住
まいをさらに広げ、住文化として発信することで、地域の居住環境
の価値向上につなげていきたいと考えている。
　そこで、筆者らはこれまでの活動を通じて形成された「都住創」
の居住者ネットワークを「コミュニティのある住まい」のネットワー
クとし、さらに発展させ、ひいてはマンション管理やまちづくりの
実践の場で活躍する人材育成につなげることを狙っている。

「集住体」から地域コミュニティ・まちづくりへの展開へ建築家の果
たすべき役割

　われわれ建築家が、住まい手とともに主体性のある「集住体」か
ら地域コミュニティ・まちづくりに寄与できる可能性は大きい。そ
のためにも、魅力的な住まい方やコミュニティ、建築に関する情報
の発信・提供を通じた社会との共有が最初の第一歩として取り組む
べきことではなかろうか。また、専門家どうしをつなぎ、地域のみ
んなで「まちの未来像」を共有できれば、レジリエントなまちの姿
に近づくことができると考える。

12 号内淡路町

4号内平野町

▲エリア・アーキテクトの活動イメージ　
出典：「在阪建築四団体共同ARCHI-4 KANSAI 提言書
人間・空間・時間をつなぐ、未来に向けた６つの提言」

あ 住ま 」 展開

8 号石町

　上記の取組を「集住体」から地
域コミュニティ・まちづくりへと
展開させる構想として「エリア・
アーキテクト」がある。
　「エリア・アーキテクト」は、
地域に暮らす人びとをサポート
し、暮らしを日常的に見守り続け
る、地域に根ざした専門家を指す。
本構想は、2019 年に策定された
「ARCHI-4 KANSAI 提言書」の
提言の一つであり、われわれ建築
家協会（大阪地域会）が実践に向
けた取組を始めている。



平面図

平面図

雪深い上越市高田に建つ一人住まいの高齢者の家である。
特徴的な屋根形状は、水が自然に流れる勾配を組み合わせ
た。井戸水と散水栓、降雪センサーにより、屋根全体を融
雪装置としている。その屋根を支えるコンクリート壁は最
小限に留め、その壁の外側に木軸で組んだ断熱層を一周さ
せた。その結果、コンクリートと木の仕上が混在するおお
らかな内部空間が生まれている。

創立 75 年を記念して大学構内に建てられた学生の自主活
動、産学連携等の拠点として一般にも利用される施設であ
る。多目的ホール、会議室、事務室、トイレの 4 つの機能
を持った異なるボリュームを矢羽根状に配置し、それらを
中間領域である十字型の交流ラウンジで結んでいる。既存
の池を拡大した水盤を利用し、屋根散水・池循環システム
を採用し、夏期の熱負荷を軽減する仕組みを作った。

横浜市立大学交流プラザ（2004）

高田の家（2011）
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これまで実践してきた勾配屋根の系譜をみると、気候に対応し室内を守ることを第一義としつつ、地域特性
の表現や歴史の参照、地域コミュニティの表徴など多様な考え方を展開している。当然プログラムとの密な
関わりも含め、屋根という部位を様々に意味づけ、新しい表現としての建築を作る手法に位置づけること、
つまり建築の複雑さを統合し、地域特性を新しいデザインに置換える実践的なボキャブラリーであるという
ことができる。SDGs という視点から建築を捉え直した時、極めて分かりやすい事例となるだろう。

沖縄県看護協会の拠点であり、看護師の教育研修、訪問看護
のベース、相談所を含んだ複合施設である。過酷な自然環境
を効果的に活用してきた沖縄建築における「あまはじ」空間
や屋根形状の考え方を継承し、ラウンジ空間にスリット状の
間を設けた4枚のRC造屋根を設けた。この屋根形状によっ
て沖縄の強い日射や雨を効果的に遮断すると同時に、自然の
風と光を取り入れている。

京都学・歴彩館は展示、総合資料館、府立大学文学部、府立
大学付属図書館、京都学センターの 4 部門からなる複合建築
である。条坊制に基づいた縦横に繋がる立体的な町のような
空間を覆う象徴的な大屋根は内部機能や採光条件に応じて
47 枚に分節され、太陽光発電、ライトシェルフ、自然採光、
自然換気など環境技術を生かした技術を取り込んでいる。屋
根が重なりあって生まれる魅力的な京都の風景の伝統性と先
端的な環境技術がハイブリットされた建築となっている。

沖縄看護研修センター（2013）

京都府立京都学・歴彩館（2016）
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資源について再考するためのデザイン 

資源について再考するためのデザインは、資源の循環に関与する各分野のプロフェ
ショナル達が連携してこそ成し遂げられるのではないか。
森と水は日本の誇る大切で豊かな自然資源である。森林は国土の２/３を占めている。
この資源と共に我が国は古代から日本固有の生活を営んできたし、建築文化は勿論の
こと、固有の美意識に基づく景観や多様な文化が生まれた。森と水なしには日本は語
れない。
我が国の森は水を豊かにする役割を果たしている。牡蠣を育てる漁師が海の水を豊か
にするために山に登り植林してできた森は魚付き林と呼ばれるのはその一例である。
それほど川の水は、流域はおろか海の生態系にまで影響を与える。
川が汚れれば、海までも汚れるのだ。
この日本の豊かな川の水も時には大災害を引き起こす。この水との戦いも歴史が物語
る。森に木を植えることは勿論、堤や堤防で護岸する。ダムや遊水池で水量をコント
ロールする。砂防ダムで土砂の流失を防ぐ。川の防災は良くも悪くも我が国のコンク
リート文化を象徴している。人と川の共存あるいは共生は、現在はまだ試行錯誤の時
代、時には止まり過去を振り返り反省する必要があるのではないか。
川は本来自然の一部である。憩いの場であり生活の場であり、川の流れの音は人の耳
に心地よい。しかし防災のためにコンクリートで固められると川は、いわば用水路と
なる。用水路となった川には手摺が付けられ人々は近づけぬから愛着を持たなくな
る。ゴミが捨てられる。
日本の川の上流部には無数の砂防ダムが作られた。このために下流や、海に流れ出な
い。そのために海岸線が痩せるからコンクリートブロックで海岸線を保護する。この
景色は我が国の至る所で目にする。有名な三保の松原もその例外ではない。世界文化
遺産の登録がされたが、美しい砂浜にコンクリートブロックがあるために登録が危ぶ
まれた。
矢作川からの砂が流れてこないことがその原因である。
川の砂が海岸に届かず砂浜が痩せる全国の景観破壊は、実は防げる可能性がある。
洪水時は下流に過度の水や土砂が流れるのを防止し、平常時には本来の水や砂を下流
に流す透過型砂防ダムが計画されている。既存のダムに縦型のスリットを開けても同
じ効果が出ることも確かめられている。砂防ダムは全国に７万基あると言われている
が、この砂防ダムの半分でもスリットを開ける事ができたら、多くの河川の砂は海に
届く。
川を語る時、農業用水を見逃すわけにはいかない。農業用水路は水田を始めとする農
地に河川から水を引き込む水路であるが、河川の水が多い時も少ない時も安定して水
を引き込むように取水口に工夫がしてあり、日常的に維持管理されている。安定した
水を供給する仕組みは、実は発電をするのにも向いている。しかもこの水路は全国に
張り巡らされている。この水路を使っての小水力発電が推進されればカーボンゼロを



目指した地産地消の発電が可能となる。

最近の新聞で「森林にも迫る高齢化」と報じられた。「CO2吸収、ピーク時の８割」
とも書いてある。勿論対象は人工林なのだが、この人工林は第２次世界大戦後、国土
復興のために植林されたものであるから、今や人工林の半分以上は５０歳を超える。
国内産木材の需要不足や林業従事者の高原価体質のために、あるいは森林が急峻な場
所にあるために、木材市場は輸入木材に押され我が国の林業の衰退が言われて久し
い。
木材の需要が無いから伐採されず、伐採後の造林が計画通りにいかないのだが、そこ
に追い打ちをかけるのが新聞に出されたCO2の吸収量が減少している森林の高齢化の
事実である。林野庁の試算によれば日本の森林が吸収するCO2の減少は２０１４年度
の５２００万トンが直近のピークで、２０１９年度で２割少ない４３００万トン。
この減少は炭酸ガスの取引価格１万円/tCO2で換算すると年間約９００億円に上る。森
林の高齢化は毎年１兆円近い国の損失である。この損失を出し続け無いためにもバラ
ンスのとれた伐採と植林による森という自然資源の循環を促進しなければならない。
建設業界が中心になっても木材の利用を促進し、結果として林業が産業として成り立
つようにするのが最終のシナリオだが、最近建築界は木の復権の時代を迎えている。
我が国ばかりではなく世界中でその傾向が見られるが、森林の炭酸ガス吸収の減少の
問題を含め森林資源の再生の良き機会なのである。

国も国内の木材利用を促すことで戦後に造成された利用期を迎えた森林資源の循環利
用や持続可能な開発目標（SDGs）の対応を目指し、建築物における木材利用を促進し
ている。特に２０２１年には「脱炭素社会の実現に資する等のための建築物等におけ
る木材の利用の促進に関する法律」が成立、木材利用促進の対象が公共建築にとどま
らず建築物一般に拡大した。
森の循環、木材の利用は伐採・植林、製材加工、建築の相互の体制間の協力があって
成立する。建築用資材の需要の拡大があって、森林の再生があり、森林資源の循環、
さらには水の循環という地球規模での大きな循環へ繋がる。望ましい形の森と水の循
環が我が国の防災や美しい景観形成にもつながることは言うまでも無い。
そして、建築家はこの問題に取り組む他分野の専門家と共に、自らの職域を広げてい
く事に関心を持ちたい。
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植林と建築のサイクル

新民家の三原則

活動の背景

伝統性

技術性

環境性

伝統という先人たちの技や知識の積み重ねを進
化させ創られていること。

材料の生産と消費を考慮し、環境が持続可能と
なる体制を構築していること。

最先端の技術、知識を常に取り入れ、生産性、
廉価性の向上に努めていること。

新民家MAKER は、その土地に続いてきた知の伝えを引き受けながら、
世界で生まれる新しい知見を加えながら進化させ、
過去から続くその土地でしか生まれ得ない価値を現代に最大化した民家を提供します。
そしてその民家が、周辺地域の風景に馴染み、周囲の文化的価値をも高め、
美しい社会風景を創出する始まりになることを目的としています。

150 年ほどの間の政治主体の変移により林業が失われ、戦後からはコンクリートが広がり、環境は大きく変わった。また、近年、伝統性、
環境性を無視した全国規模のハウスメーカーが乱開発を進めている。この状況に対して、建築家としての目標を持つに至った。

建設と植林を組み合わせた民家のライフサイクルを再構築することを考えて
いる。住宅の建設と同時に植林をし、その住宅の家族が毎年、植林された木
の枝を落としに行くような管理の習慣を含めた、林業の新たな事業形式を社
会に提案していきたい。
現在、沖縄で建設に用いられてきた「イヌマキ」の栽培についての研究、植
林後の管理コストについての検証を各分野の専門家を交えて進めている。

美しい社会風景の創出

1939 糸満、沖縄 2018 糸満、沖縄 2018 本部、沖縄



琉球地域の民家の進化の歴史

琉球地域で生まれた受け継がれるべき合理的な手法

琉球地域の民家の流れからの進化と展開

2016 本部町、沖縄

2020 那覇市首里、沖縄

2022 本部町、沖縄

2022 うるま市、沖縄

2022 東村、沖縄

構造フレーム加工プログラム

構造フレーム加工プログラム



site plan

童話作家ハンス・クリスチャン・アンデルセンが生まれた
デンマーク、オーデンセ市の中心地にアンデルセン美術
館と庭園、ティンダーボックス（火打箱）と呼ばれる子
供のための文化施設を新設する計画。
アンデルセンの人生や作品、その世界観をナレーション
やオブジェクト、セノグラフィを通して体感できる美術館。
アンデルセンの作品にはファンタシーの世界だけではな
く作家の数奇な生涯や旅での経験が投影されている。そ
の中で特徴的なのが物事の ”Duality ‒ 二面性 ” である。
現実と空想、自然と人工、人間と動物など相反する物が
作品中では同一物の裏と表であったり、混在したり、境
界線があいまいな世界観を描いている。
美術館は大きさの異なる円形の展示室を数珠のようにつ
ないだ平面構成としている。それらの展示空間を編むよ
うにスロープをつくり、地上から地下空間へとビジター
を導く。庭もアンデルセンの世界をつくる重要なエレメ
ントの一部である。展示室を地下に設ける事で地上面の
ほとんどを庭にあてている。庭の空間は地下階の展示室
をなぞるように曲線の緑の壁：ヘッジで構成し、室内の
展示空間と地面を境に裏表になるような計画としている。
地面という境にいくつかの穴：サンクンガーデンを開けて
現実：地上と想像：地下の世界とのリンクをつくっている。
入り組んだ室内、屋外、地下空間を編む曲がりくねった
動線は展示の中から裏側に回りこんだり、外への景色が
開けたり、暗くなったりと異なる世界を行き来しているよ
うな不思議なセンセーションを生み出している。

Location:  Odense, Denmark
Design and Construction Period: 2016- On going
Key program:  Museum
Total floor area: 6000 m2 (as planned)
Associate architect: CORNELIUS + VÖGE APS
Landscape architect: MASU PLANNING

デンマーク オーデンセ
デンマーク・オーデンセ アンデルセン博物館

　© MIR



MUSEUMKKAA/KENGO KUMA & ASSOCIATES

　© MIR

















すすべては
住まう人の
幸せのために
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戸建感の住戸と公開空地的な隣接環境を一体的に創る　 　ＲＣ造のＰＣ部材・プレハブ化

ジグザグ建築と隣接環境の同時適応
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fablab 等

住宅の類型

データ ベース

日本における
住宅の実践

世界でリサイクルされる
日本の住宅設計

データ

パーツ

加工データ

ダウンロード
調整した
加工データ

ホームレス
被災者 等

セルフビルド

日本の建築家日本の施主工務店

¥ 依　頼¥ 依　頼

工　事

デジファブを
前提とした設計

新たな空間の実践
類型の創出

住宅設計のリサイクル

　日本は建築家による住宅の実践が豊富な国だと言え

る。しかしこうした実践の多くは比較的裕福な世帯に

向けて捧げられ、その裏には常に住宅に恵まれな人々

が存在する。世界に目を向けると、更に多くの人々が

貧困や災害で住宅を失い、今後その数は益々増えると

予想されている。しかし近年普及しつつあるデジタル

ファブリケーションの特性を活かせば、日本における

住宅の実践をリサイクルさせ、困難に苛まれた人々の

為に還元することができる。またそうした異文化の関

わりは、新たな空間の実践や建築の在り方を生み出す

と共に、産業化された建設を支えている環境負荷の偏

りを和らげてくれるだろう。住宅設計をリサイクルす

る未来にはそうした可能性が広がっている。



1. デジファブが開く設計のリサイクル
　近年、建築界においても CNC や 3D プリンター等のデ

ジタルファブリケーションが身近な存在となってきた。量

産化された建材を前提とする従来の建設に対し、データに

基づいて自由に部材を切り出したり成形できるデジタル

ファブリケーションは、オーダーメイドを得意と v する建

築家の活動と親和性が高い。またこの特徴は、施工をした

り加工を再現することを簡易化し、切り出した部材をプラ

モデルのように組み立てたり、巨大プリンターで小さな建

築を繰り返し出力しようとする事例も出てきている。

　今日まで建築家のデザインの多くは特定の施主、特定の

場面のために創造され、他の場所で再現されることは稀

だった。つまり素晴らしいアイデアの多くは使い捨てられ

きたのだ。しかしこうしたデジタルファブリケーションの

特徴を活かせば、建築の設計を様々な場面でリサイクルす

ることができる。

2. 日本の建築家と住宅設計
　日本は 37 万人もの一級建築士が登録されている世界一

資格者の多い国である ( ※ 1)。また日本の年間の住宅着工

数は 81 万戸と世界有数の数を誇り、そのうち約半分を戸

建住宅が占める ( ※ 2,3)。大手ハウスメーカーが手がける

戸建住宅 5 万戸 ( ※ 4)、非住宅系の新築 6 万棟という数

字と見比べても ( ※ 2)、多くの建築家が戸建住宅の設計に

関わってきたことが想像できる。そして建築家達は、私的

な戸建住宅の設計の中に普遍的な視点を見いだし批評する

ことで、そこに公共性を与えよう試みてきた。しかしデジ

タルファブリケーションでの加工を前提に住宅を設計し、

そのデータを流通させることができれば、こうした私的な

プロジェクトが反復・再現される可能性が開かれ、より直

接的に公共性を帯びることになる。

3. 住宅設計のジレンマ
　住宅金融支援機構によるフラット 35 利用調査報告を見

ると、建築新築資金を利用する 85% 以上が年収 400 万

円以上の世帯となる。日本における世帯年収の中央値は

437 万円なので ( ※ 5)、建築家による住宅の実践は比較

的裕福な人々に向けられていることになる。一方、日本に

は貧困等を理由に未だ4千人 (※ 6)近いホームレスの人々

が存在する。そして世界には住宅のない人々が 1 億 5000

万人 、適切な住環境をもたない人は 16 億人に登り ( ※ 7)、

災害で住宅を失う人が後を絶たない。委託料を受けて設計

を行なう従来のスキームではこうした人々に貢献できる機

会は限られるが、データを介して設計をリサイクルするこ

とができれば、豊富な住宅の実践をこうした人々に還元す

ることができる。

4. 類型の移植
　ここで気候や、素材、構法、周囲の状況や暮らし方など

異なる水準の要素に対して特定の形でそれらの均衡状態を

つくり出しているものを建築の類型と呼ぶことにしよう。

例えば京都の町家や日本海側で見られる雁木造りは日本に

古くから存在する住宅の類型だと言える。そして日本の住

宅の中には、そうしたものに形を与えようと試みた沢山の

実践が存在する。暮らし方や周囲の状況が異なる時代につ

くられた過去の建築の中に今でも私たちを魅了するものが

あるように、類型をもつ建築はある一定の条件を共有でき

る場面においても価値を発揮すると考えられる。またリ

ノベーションの事例において、異なる用途や文化がもつス

ケールや空間構成、構造形式が新たな空間の実践を生みだ

しているように、日本で生まれた類型が異文化で再解釈さ

れ新たな空間の実践を生み出したり、部分的に手を加えら

れながら新たな類型が導かれるとしても不思議ではない。

5. 負荷の外部化の克服
　20 世紀に産業化された建設行為は、特定の地域からの

資源採取と長距離の輸送によって支えられてきた。この図

式はある地域の繁栄に伴う環境負荷を別の地域に押しつ

け、大量に CO2 排出するため様々な問題を引き起こして

いる。しかし設計をリサイクルできる環境が整えば、デー

タが世界を駆け巡り、それを基に住い手が地域の素材を加

工し自らの手で住環境を整えることができる。

6. 設計をリサイクルする未来
　デジタルファブリケーションによる加工を前提とした設

計やデータの著作権、データベースの構築、リサイクルさ

れた建築に対する責任の所在、現地でのサポート等、設計

のリサイクル実現には課題が山積している。しかし芽生え

つつあるコモンズの価値観や世界 1750 カ所にある市民に

開かれたデジタルファブリケーション・ワークショップ、

ファブラボの存在が実現の手助けとなってくれるだろう。

　日本の建築家による豊富な住宅の実践で生まれたデジタ

ルファブリケーションの加工データがアーカイブされ、海

外のホームレスや被災者の支援住宅として活用される。そ

の過程を通して日本で生まれた類型が海外で新たな空間の

実践を生みだしたり、新たな類型を形づくる。貧しい人も

困難に苛まれた人も誰ひとり取り残されない。設計をリサ

イクルする未来にはそうした可能性が広がっている。

※ 1 日本建築士会連合会 (2020)
※ 2 建築着工統計 (2020)
※ 3 GLOBAL NOTE(2020)
※ 4 住宅産業新聞 (2020)
※ 5 厚生労働省 所得の分布状況 (2019)
※ 6 ホームレスの実態に関する調査 (2021)
※ 7 YaleGlobal Online(2017)



地域の合意形成の軽視し、優れたデザ

建築家は、グローバル社会の手先とし

建築家による地域の合意形成の軽視は、

「制度未満・政治未満の民主主義」を揺

建築家による地域の合意形成への試行錯

「制度未満・政治未満の民主主義」を現



インを追求しようとするとき、

て固有の地域性を抹殺している。

、

揺るがせる行為である。

錯誤は、

現代社会に合わせて実装する場である



　変化へのパートナーシップのためのデザイン  

■ 2050脱炭素まちづくり
　　阿佐ヶ谷駅北東地区  先進モデル地区へ

■ 学校を基点として
　　杉並区全体のプロジェクトに展開

これからの設計（高度な目標の見える化）
　①ライフサイクルカーボンマイナスシナリオの検討
　②2050脱炭素ロードマップの確実な実行

教育施設地区

医療施設地区中杉通り
沿道地区

中
杉
通
り

JR阿佐ヶ谷駅

杉一馬橋
公園通り

商店街地区

2026
基本計画
予定

2022着工予定
2025開院予定

2023基本計画予定
2028開校予定

建替時に「街並み誘導型地区計画」
　適用

設計終了および既存の建築（2050目標の見える化）
<図の出展：杉並区｢阿佐ケ谷駅北東地区地区計画について｣
                                         (加筆;JIA杉並地域会 寺尾)><図の出展：杉並区立施設再編整備計画>

親と地域建築家のパートナーシップで応援する「小中学生『未来のまち・建築』学び・発信ネットワーク」

今の小中学生世代は、2050年の脱炭素社会の主役。
「未来のまち・建築」を描く想像・創造力を磨くには自らの学校を基点に考える力を養うことが役立ちます。
東京都杉並区立杉並第一小学校（創立146周年）は、近くの敷地に校舎を新築、開校を2028年頃に予定。
この機会に、地域建築家には地域に役立つ役割が生まれていますが、私はその役割を担いたいと思います。
それは、豊かで質の高い情報を提供し、子供たちが自らの言葉で未来を語る力と発信力を育む仕事です。
子供たちは百年位生き続ける新校舎について想像・創造力を豊かにして期待を言葉に表せる実力を身につけます。

＜初年度の取組み例＞
◆目標；「ちょっと難しい『脱炭素社会』について、将来の自分のこととして考えてみる」
共通テーマによるオンライン授業などで地域の小中学生の心に脱炭素社会学習の芽生えを創りたいと考えます。
◆共通テーマ例；

「いつまでもずっとこのままかな？？　私たちの学校の再生可能エネルギーの割合」

◆スタート学習；
・「SDGｓ」について、皆さんの学校の取組みはどんな様子ですか？
・「脱炭素社会」って聞いたことありますか？　なぜ必要？　どうするとそのような社会に近づきますか？
・基本的な達成目標は「再生可能エネルギー100％」、高い目標は「地産地消型再生可能エネルギーをより多く」
・私たちの学校は今、どれほど？　区内全域の学校はどれほど？　まずは調べてみましょう。
・全国には「再生可能エネルギー100％の学校」はどのくらいあるのかな？
・オンライン交流をしてみよう、他区や他府県の「再生可能エネルギー100％学校」の児童・生徒たちと。
・わが町の学校で進んでいないのはなぜ？　障害になっていることは何？　変えることってできるのかな？
・近い将来、新しく建設される私たちの学校に、期待のメッセージを表明しよう。
・他府県の児童・生徒との情報交換も大切に考え、自ら学んで、自分たちの考えを発信してみよう。
・行政や建築の企画・設計に従事する方々にインタビューしてみよう。

小学校　40校

中学校　23校

特別支援学校　1校

杉並区立小中学校,特別支援学校分布図



◆応援体制案；
・近い将来、設計・建設予定中の杉並第一小学校をスタートラインとして当該小学校の学校運営協議会に諮ります。
・趣旨を理解して応援を希望される親や地域関係者を探し、賛同を得たのち、試行行事をまず1回実施。
・試行行事では、「親・地域関係者・地域建築家」の有志応援チームをつくる。
・試行行事を丁寧に進め、「児童」の共感を得る行事に発展できるかを確認。
・第2年度以後は、試行から本行事に移行できるかを確認しながら、実際の児童の発信の実践を試みる。
・各年度の終わりに、活動の内容をまとめ、どのような成果があったかの確認をする。

◆「学び・発信ネットワーク」の広がりの応援；
・児童・生徒が学び、自らの言葉で発信する機会づくりを「親・地域関係者・地域建築家」が応援。
・将来にも継続するテーマを核にして、学びの継続と発言力向上の成果を、学校の教員の方々と共有。
・「脱炭素社会推進」に深く関与している行政や地域関係者への伝達について親と地域建築家が応援。

■いろいろな学習にトライ、みんなで話し合ってみよう・・・

■ 再生可能エネルギー100％スクールに向けて
・地域事情に応じて地産地消再エネ電力比率を高める努力。
・地区内の電力ネットワークにより余剰電力を他の建物で使用。
・災害時には避難施設で電力を優先的に使用。

資料提供：安竹哲雄氏

　病院

　公共施設
　(区民センター等)

住宅等

電力融通の考え方

ほかの公共施設　

　　　電力融通の考え方
　① 発電電力は基本、自家消費。

　② 余剰は蓄電、夜間利用可能。

　③ 蓄電不可の余剰は近隣の他施設へ。

　④ なお、余剰の電力は家庭や企業へ

　　　　地区内の電力ネットワークのイメージ

病院等

学校
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近年発生している、気候変

動や異常気象から人々の生

活を守る耐性を持ったデザ

インを行うこと。また、そ

の原因となる環境負荷を削

減し、この変化を可能な限

り穏やかなものにすること。

同時に、人々が豊かな環境

を享受しそれを楽しむこと

ができるデザインを目指す

こと。

再生可能なエネルギーを

利用した、サスティナブ

ルな社会を目指すこと。

また、各地域に存在する

資源資材について深く学

習、考察しその活用と保

全を図ること。そして、

地域の産業の発展を支え、

人々の生活の礎を守るこ

と。

持続的な生活環境の向上

のため、産業と都市のあ

り方について研究を深め

ること。多様な働き方が

可能な社会へと改革を進

め、人口集中を抑え、地

方経済の活性化を目指す

こと。また、現在の社会

基盤を活用しながら、計

画的な都市構造を検討し、

持続可能な社会を目指し

たデザインを行うこと。

私達はこの地球に暮らす７８億の人類の一人として、この惑星の環境や自然を慈し

み、そして畏怖しています。同じ環境を共有する隣人、そして私たちの子孫がより

幸福な人生を全うすることができることを願い、ここに建築家として以下の宣言を

行います。そしてこの宣言が、多くの時間や犠牲、そして努力により形成された私

たちの文化を引き続き守り育てることにつながることを期待します。

1 気候に適応する
ためのデザイン 2 資源について再考する

ためのデザイン 3 レジリエントなコミュニ
ティのためのデザイン



建築に用いられる工法と

素材を吟味し、人々の健

康に寄与するデザインを

行うこと。適切な労働環

境を整備し、自らの健康

とQOL 向上のために努力

すること。経済活動の対

価の一部を、公共の福祉

の向上に役立てること。

多様性のある社会の基盤

として、建築のもつ機能

の研究と再構築を図るこ

と。様々な障害を取り除

き、全ての人が不自由な

く利用できるデザインを

目指すこと。変化を許容

し、柔軟でありかつ普遍

的なデザインを行うこと。

社会がより良い変化を遂

げるために必要なことを

模索し、交流を行うこと。

様々な分野との協働によ

り目標を達成するための

方法を開発すること。建

築家として依頼者と社会

に責任を持って、業務を

行うこと。

4 健康の
ためのデザイン 5 誰一人取り残されない

ためのデザイン 6 変化へのパートナー
シップのためのデザイン

MANIFESTO
INTERNATIONAL MANIFESTO RELAY X 2023



２.できるだけ地場の自然素材をつかう

３.手仕事を大切に

４.気候風土に寄りそう

５.住まい手と共につくる１.日本の伝統木造技術を活かす

住み継がれる民家をつくりたい。そして役目を終えたら、土に還る家。



南葉山の家

葉山一色の家 武蔵野・草屋根の家



ミレニアム ジッグラト

AD 3000年
陸地は森で覆われる

ADD 3000年 にむけて
生命をいじめるな

地球をいじめるな
宇宙をいじめるな

10万年後
フィンランド

20億年破損しない岩盤
核ゴミ貯蔵？

AD3000年

スクラップ＆ビルド →→ ノンスクラップ＆ミレニアムビルド

AD2000年

AD2100年

ミレニアム ジックラト

ベーシックな1000年の建築

100年サイクルの
フレキシブル建築

保存再生建築

AD2100年

過去の環境破壊 目標環境破壊

危険環境破壊

地球森林面積

BC

カーボンニュートラル・グリーンリカバリー

保存再生建築と1000年建築(ミレニアムジックラト)の混在

バイオプラント・シェルターetc

インフラ・トラフィック
etc

マヤ：カラクルム 出典:ja.wikipedia

足るを知る人類

ウル：ジックラト 出典:ja.wikipedia



空沼岳より　撮影：作者

ミミレニアム ジッグラト

ADD 3000年
陸地は森で覆われる

AD 3000年 にむけて
生命をいじめるな

地球をいじめるな
宇宙をいじめるな

10万年後

AD3000年

スクラップ＆ビルド → ノンスクラップ＆ミレニアムビルド

AD2000年

AD2100年

ミレニアム ジックラト

ベーシックな1000年の建築

100年サイクルの
フレキシブル建築

保存再生建築

AD2100年
BC

カーボンニュートラル・グリーンリカバリー

保存再生建築と1000年建築(ミレニアムジックラト)の混在

足るを知る人類











【⼊り⼝：気候変動抑制】
・環境負荷が少ない建築
・再資源化が可能な建築
・転⽤可能なデザイン
・被災を軽減するデザイン（構造）
・被災のリスクを減らすまちづくりの提案
（都市計画）

・被災調査への参加，協⼒
・復旧活動への参加，協⼒
・復興活動への参加，協⼒

気候変動による災害，地震などの予測でき
ない災害，戦災などの国際的かつ極めて広
範囲に及ぶ災難により傷ついた社会や環境
の回復⼒，回復スピードに対して建築家が
寄与すべきマニュフェスト
【５００年後の⼈類（わたしたちの⼦孫）が住む地球環
境をいまより良いものとして引き渡すために建築家は何
が可能か？】

【出⼝：災害（災難）発⽣からの回復】

⼈吉市内の⽔害 2020.7.5著者撮影

熊本県益城町の地震災害 2016.4.17著者撮影

岩⼿県の津波災害 2011.10.8著者撮影

富岡町の原⼦⼒災害 2019.10.3著者撮影

・災害が起こるたびに，その
復旧（社会環境の回復）に
向けて尽⼒する多くの建築
家がいる．

・気候変動を緩和すること，しかし，⾃然
災害や戦災をなくすことは不可能である．
であれば，回復⼒や回復のスピードを
⾼める役⽬を建築家が担うことは可能
か？

【３つの “Ｅ”】



【５００年後の君たちへのマニュフェスト】

・基本理念
「持続可能な社会」「SDGｓ」という考え⽅は，いったい
誰のため，何のためのものであるのか？
⾃分のため？家族のため？地域のため？業界のため？
国家のため？⾃然界の動物のため？多様な種の保存のため？
アジアのため？世界のため？地球のため？
そのいずれも正しいと思うが，そのどれでもない．
そこに不可⽋なのは「時間軸」の概念である．
私たちの世代は，これまで祖先が蓄えてきた何千年分もの
資源をたった１００年程度でほとんど使い果たしてしまった．
エネルギー資源や建築材料などに使⽤される資源というだけ
ではなく，「地球環境」という莫⼤な資源をもすっかり喰い付く
しているのである．

このまま現在⽣き，⽣活している私たちの世代が⽅針を
変えなければ，引き継ぐべき資源を根こそぎ使い果たされた
⾝の⽑もよだつような荒廃した世界に，私たちの⼦どもたち
孫たち，ずっと将来の⼦孫たちが⽣きていくことになる．
私たちの⽣きたこの時代は軽蔑され，批判されることは
間違いない．

それは愚かな戦争をおこした国々がもつ浅ましい，そして
忌々しい記憶を時間的⻑さ，範囲，深さで遥かに超えるものに
なるのかもしれない．
私たち，あなたたちのまだ⾒ない，⾒ることのない⼦どもたち
⼦孫たちが，「こんな荒廃した世界に⽣まれたくなかった」
と思うことを少しでも想像してほしい．

・⾏動指針
私たち建築家は，ほんの少しずつでもそのような荒廃への
スケジュールに抗わなければならない．
また，その⽴場にあるはずだ．
できることは２つある．
環境悪化への⼊り⼝に強⼒なフィルターを設置すること．
そして，気候変動や戦災によるダメージから回復する
スピードを上げ，期間を短縮することである．
私たちはこの１０年程度の間に⼤地震や⼤津波，あるいは
これまで経験したことがなかった原⼦⼒災害というものに
直⾯した．
多数の建築家が連携し，あるいは単独でそれらに抗ってきた．
評価されることも批判されることもあったが，それは「なにもしない」
こととは⽐べ物にならないくらい意味のあることだ．
Co2削減という観点で，これまでの建築をつくる⽅法をみなおして
いる建築家も⽇に⽇に増え続けている．
これからは，５００年後の世代が⽣きる地球環境を⾒据えた⽅針を
早急に構築し，実践する⼒がある建築家が世界中に広がっていく
ことを期待している．

・最後に
私たちの時代は，先代から受け継いだ資源のおかげで⼗分に
豊かな暮らしを享受できた．
もちろん，世界のどの国，どの地域，どのひとも⼗分に豊かだとは
いえない．貧困や飢えに苦しむ⼈々がいることも事実だ．
しかし，世界⼈⼝が⼈類史上最⾼となっていることは⼈類全体としての
豊かさの証左と⾔えるだろう．

「５００年後の君たちに地球という資源を引き継ぐためには建築家に何が可能か？」
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「建築は社会や環境の変化にどのように貢献できるか」

森林が国土の 67%を占める日本において木造建築と関連産業の更新が最も重要なテーマと考える。かつて日本は
現代社会が目指す限られた資源を最大限に活用した社会を形成していた。そして建築においては木造建築技術を
極めていた。森の管理から製材まで豊かな里山があり、それらをうまく活用すべく建材は規格化され、木組み技
術で接着剤などを使わない乾式で建てた。竣工後も経年とともに修繕が必要な箇所に接ぎ木や、一部の取り換え
で済み、解体となってもその部材は再利用や最終的には燃料、エネルギーとして最後まで活かされる。今の大量
生産、大量消費の時代からはあまりにも遠い世界のようである。災害大国の日本ではその都度多くの仮設住宅が
建設されるが、その役目を終えると一部の鉄を再利用（それにも溶かすために多くのエネルギーを要する）され
る他は大量のゴミとなっている。

ここで縦ログ構法を強く推奨したい。
縦ログ構法は標準の木材をボルトで緊結し、ユニット化した壁パネルを現場まで運び、乾式工法で組み建てる工
業化された構法である。近年 CLT が注目されていて、長いスパンを必要とする場合など構造的な観点で非常に有
効ではある一方で、木造建築の社会システム上では川中の加工産業のみが豊かになるもので、川上の中山間地域
が豊かにならない。標準的な角材をボルトで緊結し、壁パネルをつくる縦ログ構法はローテクさ故に小さな製材
所でも制作することができる。縦ログ構法は「木の打放し」という考え方で、構造、断熱、仕上げを 1つの部材
が担うことで現場での作業時間とそれに伴うコストも抑えることができる。

そして乾式工法にすることによりパネル化された木材は、かつて日本の木造建築のように部材を取り替えたり、
更新、交換、再利用できる。再利用されるということはそれは資産となり、大きくは木材のストックともなる。
縦ログ構法は、建築と林業が太く繋がり、あらたな価値をつくる。よって建築が大量に消費される時代は終焉を
迎え、里山資本主義が目指すような計画的な消費の時代に向けた構法である。

縦ログ構法を生んだ 1人である故芳賀沼整氏は著書『縦ログ構法の世界』でこう書いている「地域で伐採した木
材を、地域の製材所で加工しネットワークをつくることから始める。その後、次第に効率化を図りつつ、地域循
環システムをつくり、人工林を計画消費することによって、サステナブルな地域林業経済が確立できるだろう。
なにより、山村の住民の生活や意識を守ることが、過疎化の抑制を促すささやかな抵抗となると考える。

現在、日本では放棄された人工林は間伐されず、地滑りや洪水を引き起こしやすい状況をつくっており、温暖化
に伴う豪雨もあり土砂災害が増えている一因になっている。そして毎年のように地震、津波、台風、洪水、豪雪、
噴火といった自然災害の脅威にさらされている災害大国である。それにも関わらず、災害後の被災者の生活環境
は非人道的な基準のまま今を迎えている。東日本大震災でようやく再利用されることが計画された木造仮設住宅
が誕生し、仮設住宅もその役目を終えてからもただ単に廃棄されるだけでなく、その次の活躍の場が与えられる
ようになった。これからの時代、建築家にはいかに再利用できるかを考えた設計が求められるのではないだろうか。

様々な制約や条件があるが、避難時の生活空間から仮設住宅期、恒久住宅まで同じユニットがストックされ、災
害時に瞬時に提供する形があっても良いのではないだろうか。平時に於いては一時宿泊施設として全国に展開、
確保しておく。避難者だけでなく、災害支援で長期滞在する支援者の宿泊施設としても活用できる。そのプロト
タイプとして縦ログ構法で建てた Capsule Box を提案する。床面積を 10 ㎡以下に抑え、道路運送車両法内に収ま
る寸法にし、シャシーに乗せればトレーラーハウスとして移動できる。奇しくも、中銀カプセルタワーが解体さ
れる時を契機に脱都市化の流れと共に土地から開放された Capsule Box が、家具のごとく接続するインフラがあ
る土地へと移動する時代がくるだろう。





 
 

 

 

 



 
 
 
 
 
 
 
 

  

 

 



「良い建築」とは：　エピソード１

20世紀後半：　私が建築をはじめたころ

私は日本の高度経済成長期に建築を勉強した

東京オリンピックや大阪万博などの新しい建築にわくわくした

中心で颯爽と活躍していた建築家たちに憧れた

建築と都市デザインの関係にも強い関心をもった

そして建築家となり仕事を始めた

ヴィトルヴィウス以来の「強・用・美」は「良い建築」の基本と考えた

クライアントの「コストとメンテ性」の条件も当然の前提と考えた

その上で何か期待を超える新鮮な提案をしたいといつも思っていた

みんなに「良い建築」と愛されて「永遠」に残ってほしいと願った

チームワークで様々な困難を乗り越えねば建築は実現しないことも知った

多くの人々の合意形成がいる大規模再開発にも関わった

計画と設計に気の遠くなるほどの時間とエネルギーがかかった

しかし人々が望んでいるものをつくることに心躍った

合意形成は争いの連続だが痕跡を残さないエレガントな解を求めた

乗り越えた象徴としてLOVEの文字の赤い彫刻を建物の広場に置いた

ところでLOVEとはそもそも何だろうと思った

LOVEとは何か

結婚して子供を育てていた時期だったので何となくわかる気もしたけど

ある朝 LOVEの周りを何度も何度も一心に拭いている清掃人を見た

あ、これかもしれない、こんなところにLOVEがある

陽の光の中でその人を眩しく眺めながら思わず立ちつくした

LOVEとは対象が何であれ「よりよくあれかし」と強く思うことではないか



「良い建築」とは：　エピソード２

21世紀前半：　私が建築を始めて50年たった今

今の時代、「良い建築」とは何だろう

「強用美」は今でも基本だから20世紀からの私も大丈夫、対応できる

「コストとメンテ性」も基本だからこちらも大丈夫

設計に必要な能力は高度化したがチームに若い人もいるからBIMもOK

大きく変わったのは社会の価値観

20世紀末から環境配慮や省エネには率先して取り組んできたけど

今や20世紀に「良い建築」だったものが想定外の事態で破壊される

気候変動による激しい災害で人命も建築も都市さえも危険にさらされる

地球温暖化は食糧危機など人類存続までも脅かす

生活環境をつくる建築でこそカーボンニュートラルを目指さないと

建築に使う資源や材料の出自の正当性も問われている

入手時の過剰なエネルギー使用、環境負荷、労働条件などが

さらに建築の全プロセスでも誰一人取り残されない状況が求められる

これら環境・資源・公正などが「良い建築」の新しい条件に加わった

「良い建築」とはクライアントだけでなく社会にもよくなくてはならないから

20世紀、自分の建築に関わりを持つ人を中心に社会を漠然と捉えていた

21世紀、その自分の建築の関係者が地球全体に広がった

デザインがとてつもなく大きな力を持っていることにもう一度気づく

地球全体の人々に「よりよくあれかし」と思いながら建築をつくらなければ

建築家は建築を通じて地球全体の人々にその気持ちを伝えられる

同じ思いの仲間と力を合わせて

次の仕事にはきっと新しいLOVEが置ける


